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最
立
地
球
ー
の
一
風

j
肪
と
し
て

存
在
し
て
い
た

r

ウ
イ
ル
ス
性
飲
店

が
国
際
的
な
閲
心
を
よ
ふ
｀
よ
う
に
な

っ
た

f

そ
の
一
っ
に
マ
・
ー
ル
フ
ル
グ

病
と
い
わ
れ
る
も
の
か
あ
る
。
今
lol,

は
そ
の
概
要
を
御
紹
介
申
ー
―
け
た
い
。

去
る
5
月
下
旬
い
仕
右
王
化
の

7

ロ
ノ
ク
会
晶
て

f

マ
ー
ル
プ
ル
グ
胴

に
つ
い
て

f

中
央
ア
フ
リ
カ
の
今
、
ロ

の
流
竹
は
終
だ
し
た
と
コ
メ
／
卜
か

あ
っ
た
。
即
ち
「
ス
タ
／

f

サ
イ
ー

ル
で
は
一
九
七
六
罪
じ
月
に

f

✓

l
j

ル
フ
ル
ク
柄
か
硫

□
し
た
。
加
初
—
7

J

サ
熱
て
は
な
い
か
と
い
わ
九
て
い

た
が
、
マ
ー
ル
フ
ル
グ
柄
て
あ
，
た
。

ス
ー
ダ
／
国
燒
て
は
八

0
人
が
発
庄
i

し
、
四
ス
人
死
亡
し
た
。

1
月
に
な

り
応
喜
は
r

-

＿
六
人
と
な
り
ハ
一
{

人
が
死
亡
し
た
c

一
方
サ
イ
，
ー
ル
て

は
f

-

―
五
六
人
発
牛
し
力
九
人
か
死

亡
し
た
。
血
泊
を
英
国
て
検
青
し
た

と
こ
ろ
抗
原
的
に
は
、
一

Y

一
ー
ル
フ
ル

グ
と
、
少
々
異
な
る
か
結
景
的
に
は

f

マ
ー
ル
フ
ル
グ
と
決
定
さ
れ
た
。

の
流
行
に
は
、
日
本
人
は
、
ま

し， 

は
ま
き
込

マ
リ
ー
研
究
所
の

取
扱
中
に
感
繁
し
入
。
」
と
い
）
乞

幻
て
あ
る
。
五
年

'
f

航
亭
良
の
兒
圧

庫
外
旅
汀
フ
ー

国
胃
交
流
の

ム
な
ど
の

9
'
0
 

ぃ

工

且

る

し

宍

9

,

9

 

次
い
で
ユ
ー

l--〈
ア

に

お

い

て

も
、
医
学
者
か
＿
、
四
ト
イ
ノ
と
同
怯

な
条
伴
て
詈
宝
心
ヽ
』
口
様
の
紐
状
て
死

亡
し
た
。
又
一
九
し
五
年
に
は
f
-
I

フ
リ
カ
樹
断
旅

U〗
の
了
，
＇
ス
ト
ラ
リ

ア
人
天
婦
が
ヨ
ハ
不
ス
プ
ル
グ
だ
登

柄
し
て
い
◇
。
砧
尻
粋
は
ウ
イ
ル
＇
〈

て
亭
来
は
サ
ル
の
病
気
て
主
る

f

ノ，

フ
リ
カ
中
央
罰
に
応
い
て

f

人
が
蒜

林
地
情
に
出
入
し
て
、
、
ト
リ
炉
ル
に

扱
触
し
て
惑
菜
え
る
と
考
冗
ら
れ
て

い
る
か
冤
サ
ル
か
り
人
へ
の
氾
富
の

感
景

i
l
1
卜
は
不
明
て
あ
る
。
〈
閏

ち
創
畠
に
よ
る
も
の
か
呼
吸
器
か
ら

感
蒙
す
る
も
の
か

f

勺
〈
は
昆
皇
な
、
と

の
媒
介
に
よ
る
も
の
か
は
木
だ
不
明

て
あ
る
〉
人
か
か
か

2

た
場
合
の
鼠

状
は
嘔
円
、
口
鯰
、
筋
旦
結
膜
炎

f

冒
旦
円
出
間
出
一
度
の
只
履
全
臭

の
発
診
か
あ
り
昏
匿
状
慇
に
な
る
。

抗
生
物
質
を
含
め
臣
茉
品
は
網
効
て

4

め
る
か
、
本
紐
の
回
復
者
の
血
閏
は

有
効
て
高
る
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
致
命
率
は
f
,
3
0
1
4
0
笏
て
あ

し'

や
息
者
か
ら
、

フ
ラ
／
ス

ル
ペ
J
C
D
I

f

F

r

}

 
タ

t6 

皿
液
を
採
取
し
r

へ

ル
キ
ー
ア
レ
ト
ワ
ー
グ
研
究
所

f

米

国

1Y
ア
ト
ラ
ノ
タ
の

C
D
C
f

英

国

ラ
ク
ア
エ
ル

の
ソ
ー
ル
ス
ヘ
リ
大
学
、

の
ハ
ス
ソ
ー
ル
研
究
所
に
検
体
を
送

っ
た
か

f

そ
の
粕
果
一
九
七
六
年
十

月
ン
ュ
不
ー
，
＇
フ
の

W

H

O
は
r

ウ
イ

ル
ス
は

f
'

ラ
ノ
サ
ウ
イ
ル
人
て
は
な

<
f

ア
ー
ホ
群
の
内
マ
・
ー
ル

7

ル
グ

ウ
ィ
ル
ス
と
発
表
し
た
。
―
九
六
九

イ

リ

カ

プ

フ

引
の
教
会
后
伍
の
六
九
オ
の
伝
導
看

真
婦
の
発
后
て
表
向
に
出
た
ラ
ノ
サ

熱
に
始
ま
っ
た
開
発
途
上
国
の
地
方

胴
か

f

昨
年
の
牧

炉
と
な
り

f

今
□

邦
人
に
な
か
っ

抜
触
者
か
本

の
で

f

マ
ー
ル
プ

レ

グ

酋

式

は

な

ら

な

か

っ

た

)
4

グ

i
'
~

本
虻
以
外
に
も

B
ウ
ィ
ル

の

本
煎
の
不
明
な
恐
ろ
し
い
感
染
荷

ょ
IJ

数
各
く
地
球
上
に
は
、
仔
在
す
る
の

、
人
と
病
原
微
生
物
と
の
閾
い
は

f

だ
ま
，
こ
紐
く
も
の
と
息
わ
れ
る
。

：
少
ぐ
N

喜
姜
ぐ
苫
ら
父
召
ら
忍

お

知

ら

せ

ジ

ー

で
は
次
の
と

皿
情
〔
治
療
剤
）
を
常
伽
し
て
お
り

。
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